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村営定期船 フェリーとしま２  
　　　　　　　令和 7年 12 月運行予定
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分

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま 2　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

曜

十島村の人口・世帯数  令和 7年10 月 31 日現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報広聴係
　　　　　　〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15
　　　　　　TEL:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。
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広報としまへの広告掲載募集！
●広告の規格・掲載料（すべて消費税別）
　　縦 13.0cm×横 8.5cm　　月額 10,000 円
　　縦 13.0cm×横 17.0cm　  月額 15,000 円
　　Ａ4サイズ 1頁　　　　    月額 30,000 円
●広告掲載の申し込み
　広報誌広告掲載申込書（第 1号様式）に広告案
を添えて総務課にご提出ください。
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　令和７年度最低賃金の改定で鹿児島県の最低賃金が改定され、11 月から適用され
ます。村の委託料単価が改定後の最低賃金を下回るため、11 月１日以降、村の委託
料単価を引き上げます。

村の委託料単価の増額

【令和 7年度 11 月から】
鹿児島県の最低賃金
　1,026 円 / 時（+73 円）
村の委託料単価
　1,100 円 / 時（+80 円）

【令和８年４月以降】
　1,160 円 / 時（+60 円）





 

食生活改善推進員のお二人が、 

鹿児島県食生活改善推進員連絡協議会 会長より 

      『永年活動表彰』を受けられました！ 
                                                                

中之島食生活改善推進員の永田恵美子さんと若松蘭子さんが、令和7年度 鹿児島県食生活改善

推進員連絡協議会総会にて、食生活改善推進員として20年以上活動された方に贈られる会長表彰

を受けられました。 

お二人は、平成16年十島村食生活改善推進員連絡協議会発足時から、会員として『食育活動』や

『郷土料理の継承活動』などを通して、地域の食生活改善に取り組まれてきました。また、島で行うイ

ベント等では、彩り豊かな、『見ても食べてもおいしいお食事』を準備してくださいます。 

 長年にわたるご尽力に心から感謝し、永年表彰をお祝い申し上げます。 
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若松蘭子さんと中之島食改のみなさん 永田恵美子さん 

【トカラ列島島めぐりマラソン大会】 

中之島食生活改善推進員手作り 

『サネン葉弁当』 

 

 

 

 
 
 
 
 
   
 
 
 
 





船旅を彩る「十島村のお土産品」を募集！ 
 

～島の魅力を届ける商品（特産品・食品・雑貨類）の公募を開始します～ 
 

 フェリーとしま２船内レストランにある各種ショーケースにて販売する商品

を募集しています。 
 十島村を訪れる皆様の「旅のお供や思い出」として魅力あふれる商品を歓迎

しておりますので、興味のある方はぜひご検討下さい。 
 

記 
 
【募集内容】 
 １ 対象商品 

冷凍食品、スイーツ、軽食、お土産向け食品、特産品、雑貨類など 
※ 生鮮食品（野菜や生もの）は対象外となります。 
 

 ２ 販売場所及び定数 
（フェリーとしま２船内レストランにある各種ショーケース） 
⑴ 冷凍ショーケース（５段）    10区画（10商品若しくは事業者） 
⑵ 常温・雑貨類ショーケース①（２段）  ４区画（４商品若しくは事業者） 
⑶ 常温・雑貨類ショーケース②（３段） ６区画（６商品若しくは事業者） 

 
 ３ 応募条件 
⑴ 十島村内外の事業者、個人事業主、生産者の方 
⑵ 既に商品化しており、食品に関しては安全・衛生面の基準をみたしてい

るもの。 
⑶ 消費期限等が一定期間保証できる商品。 
⑷ 各種ショーケースに陳列可能なもの。 
⑸ 定期的な在庫補充が可能なもの。 
⑹ 原則１年間継続して販売のできる商品に限る。ただし、やむを得ない事

情により販売が困難な場合を除く。 
 
 ４ 選考の流れ 
⑴ 左記 QRコード内にある申請フォームにて、必要事項の記入と商品資料
の添付。（価格、写真、規格の分かるもの） 

⑵ 書類審査後、抽選の実施 
※ 抽選での決定事項 
〇 ショーケース内の割当て 
〇 定数を上回る申し込みが発生した場合 

⑶ 抽選後、採用決定（決定次第、通知致します。） 
⑷ 採用決定後、販売開始に向けて契約・納品調整 
※ 中川運輸と販売者で打合せを行い、今後の管理運営に努めて下さい。 

 
  
 
 
 
 

５ 応募期間 
   令和７年 11月４日（火）～令和７年 12月５日（金） 
 
 ６ 販売期間 
   令和８年１月上旬頃～ 

※ 今回の公募で落選、若しくは年度途中に新規要望があった際は、令

和９年３月頃に再度、公募を実施予定としております。ない場合は、

自動更新とします。 
 
【申請用 QRコード】 

  
 
【各種ショーケース】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                            
                                         （冷凍ショーケース） 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（常温・雑貨類ショーケース①）     （常温・雑貨類ショーケース②） 

 
【お問合せ先】 
  十島村役場地域振興課産業振興室（農林業係：有馬） 
  TEL   099-222-2101 
  FAX   099-223-6720 
  MALE tokaratiiki@tokara.jp 



小規模多機能ホームたから（宝島）活動紹介 
 

 3月某日、宝島で畑プロジェクトが始動しました。 

Mission１：藪だらけの畑を整地せよ！ 

      

 

 

 

 

Mission２：肥料をまいて野菜を植えよ！ 

トウモロコシ、胡瓜、生姜、山芋、かぼちゃ、ささげ、四角豆、等々・・・ 

Mission３：日照り対策をせよ！ 

 

 

 

 

 

 

毎日ホームから水を運んではジョーロで水やりをし、ソテツの葉や枯葉をか

ぶせて日照り対策をしながら、たくさんの虫や蚊と戦った日々・・・ 

Mission４：野菜を収穫せよ！ 

三尺ささげ ＆ かぼちゃの収穫！ 

手をかけた分だけ、その喜びもひとしおです。 

今後は地域の方々と一緒に作物の成長を楽しみな

がら、共に収穫した野菜を調理したり、食したり

新たな取組を実施したいと思います。 

 

 

 

                                            生活支援コーディネーター 

                         名越美奈子 

 Before    

After 

さっそくお弁当の 

食材に活用！ 

三尺ささげの天ぷら 



宝島 いまきら園 中之島 ほしのこ園

開園 10周年おめでとう 中之島 ほしのこ園

諏訪之瀬島

すわっこ園

宝島 いまきら園

 

← 中之島 

ほしのこ園 

絵本をたくさん 

いただきました！ 

口之島

くちっこ園

 
↑ 悪石島のびっこ園 
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～　十島村子育て世代包括支援センターからのお知らせ　～
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↑「ほしがみね☆みんなの食堂」田中様と久保村長
令和 7年 10 月 6日　村長室にて

～　災害義援金をいただきました　～
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↑【「生活協同組合　コープかごしま」様と久保村長】
令和 7年 10 月 28 日　村長室にて



11 月 30 日は人生会議の日

厚生労働省は、11 月 30 日（いい看取り・看取られ）を「人生会議の日」とし、人
みと みと

生の最終段階の医療・ケアについて考える日としています。皆さんの周りにいる大切

な方に、あなたの気持ちや考えを伝える「人生会議」を、はじめてみませんか？？

人生の終わりまで、あなたは、どのように過ごしたいですか？

もしものときのために、「自分はどう生きたいか」を前もって考え、家族や大切な

人、医療・介護のケアチームと繰り返し話し合い、あなたの思いを共有することを

「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）」といいます。

あなたが大切にしていることや望み、どのような医療やケアを望んでいるかについ

て、自ら考え、信頼する人たちと話し合ってみませんか。

誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。

命の危険が迫った状態になったとき、医療やケアなどを自分で決めたり

望みを人に伝えたりすることができなくなる割合は約 70％といわれています。

「大切なこと」をたくさん話そう

大切にしていることや、望んでいることを、前もって考え

信頼できる人たちと話し合い、共有しましょう

「決める」ことが目的ではありません。何度も繰り返し考え、たくさん話をすることで

「自分らしい人生」についての想いがみえてきます。自分が「何を考え、何を大切にして

いるか」「どのような価値観があるのか」「自分らしく生きること」と繋がっていきます。

十島村では、令和 6年度から

「住み慣れた島で生きるを考える会」人生会議

の取り組みを進めています。

令和６年 10月中之島、令和７年８月口之島、

９月平島で実施ました。今後は他の島でも人生会議

を計画していきます。

皆様の参加をお持ちしております。

口之島では島民２２名の

参加がありました！！

事業者の方へ 
償却資産（固定資産税）は毎年の申告が必要です︕ 

 
 固定資産税は「土地」「家屋」「償却資産」に区分されます。 
「土地」や「家屋」には登記制度があり、課税対象を把握することができます。 
「償却資産」には登記制度がないため、所有者による毎年の申告が義務付けら

れています。（地方税法第 383条の規定による） 
事業で使う償却資産は、土地や家屋と同様に固定資産税の課税対象です。 

 毎年１月１日時点で村内に償却資産を所有している人は、個人・法人に関わら
ず確定申告とは別に申告書を提出してください。  
○償却資産とは︖ 
会社や個人（農業、漁業、民宿業などをされている方）が事業のために所有し
ている土地・家屋以外の資産です。 

 例 ・所有している牛舎 ・村補助事業で購入した農業用機械 
   ・民宿に設置している壁掛けエアコン ・漁業のため購入した船  
○償却資産に該当するものは︖ 
構築物、機械・装置、船舶、航空機、車両・運搬具、工具・器具・備品など 
【例】パソコン、ビニールハウス、自動販売機、牛舎、バックホー、船 など 
※軽自動車税の対象となるものは、償却資産の課税対象ではありません。  
※耐用年数が１年未満または 10万円未満の資産は申告対象外となります。た
だし、10 万円未満の資産のうち、所得税法又は法人税法の所得の計算上、
減価償却資産として固定資産勘定に計上した資産は、申告の対象となりま
す。 
※一括償却資産（取得価格が 20万円未満の減価償却資産を一括して３年間で
償却する資産）は申告対象外となります。  

○申告方法 
 前年度に申告をした人などに 12月下旬に申告書類を送付します。また、村税
の賦課徴収に関する調査の結果、償却資産を所有されている方へも申告書類を
送付します。お手元に届かない場合は、役場又は出張所へ連絡してください。 
 

お問い合わせ先︓十島村役場 総務課 税務係 
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令和7年度　村政座談会開催！！
　6月 25 日から 9月 29 日にかけて全島で令和 7
年度村政座談会を開催しました。全 158 名が出
席され、事前に提出された要望や質問全 66 件を
議論しました。
　全体を通じて、危険木及びそれに関連した要
望が多かったように感じました。
　また、人口減少が社会問題化している中、地
域おこし協力隊は必要不可欠だと考えています
が、国の想定しているものと地域の求めるもの
に差があるため検討する必要があると思います。
　今回、皆さまからいただいた意見を尊重しつ
つ、必要な施策の実現に取り組んで参ります。

口之島

諏訪之瀬島中之島

悪石島

【日程】　令和 7年 9月 28 日
【人数】　20 名　（男 13 名、女 7名）
【要望内容】
・アタカ地区農道の道路工事及び水はけの対策
・サシバエ対策
・人事について　　　　　　　　など全 13 件
【現地調査箇所】
・ネプト牛舎
・上架施設
・セランマ温泉　など

【日程】　令和 7年 9月 23 日
【人数】　21 名　（男 14 名、女 7名）
【要望内容】
・定期船の臨時便について
・村営住宅周りの土砂の撤去と整地
・住民健診について　　　　　　など全 8件
【現地調査箇所】
・キャンプ場
・旧村営住宅地
・製氷所　　　　　　など

【日程】　令和７年 9月 28 日
【人数】　36 名　（男 22 名、女 14 名）
【要望内容】
・ブト対策について
・観光の推進に向けた資源や施設の整備
・役場職員の島内派遣　　　　　など全 15 件

【現地調査箇所】
・寄木～椎崎ヘリポート　
・十島開発総合センター
・トカラ馬牧場　など

【日程】　令和 7年 6月 24 日
【人数】　26 名　（男 18 名、女 8名）
【要望内容】
・保育施設の今後の運営方針について
・荷役倉庫と待合所関連
・害虫駆除について　　　　　　など全 5件

【現地調査箇所】
・大峰牧場
・シンガ山
・東牧場水道施設　など

平島
【日程】　令和 7年 9月 29 日
【人数】　17 名　（男 10 名、女 7名）
【要望内容】
・保育所の要員について
・鹿児島港での荷物預かりについて
・出張所のデジタル化について　など全 12 件

【現地調査箇所】
・船溜まり　浚渫箇所
・上架施設　改修箇所
・南之浜線　改修箇所　　など

宝島
【日程】　令和 7年 6月 26 日
【人数】　25 名　（男 15 名、女 10 名）
【要望内容】
・診療所、調理室の新設移転について
・名瀬からのフェリーとしま 2乗船時間の延長
・村道の舗装工事について　　　　など全 7件

【現地調査箇所】
・ライスセンター
・友の花温泉センター
・上架施設

小宝島
【日程】　令和 7年 6月 25 日
【人数】　13 名　（男 10 名、女 3名）
【要望内容】
・学校校庭の改修整備
・湯泊温泉入口のバリアフリー化
・蚊の駆除剤について　　　　　など全 6件

【現地調査箇所】
・淡水化施設
・海岸露天風呂
・学校校庭　など

総務課よりお知らせいたします
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【
定
期
船
船
員
（
若
干
名
）】

　
　
甲
板
部
（
航
海
士
、
航
海
士
候
補
、
又
は
甲

板
員
）

　
　
機
関
部
（
機
関
士
）

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、

資
格
が
な
く
と
も
高
卒
以
上
の
学
歴
を
有
し
て
い

る
方（
令
和
７
年
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末
見
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を
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む
）で
航
海
士
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甲
板
員
を
志
望
す
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で
き
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関
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が
あ
り
ま
す
。

【
診
療
所
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師
（
若
干
名
）】

　
看
護
師
の
資
格
を
有
し
、
実
務
経
験
が
あ
る
方

【
建
築
技
師
】

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

建
築
技
術
に
係
る
学
科
を
専
攻
し
高
卒
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
方
、
又
は
高
卒
以
上
の
学
歴
を
有
し
、

専
門
の
実
務
経
験
を
５
年
以
上
有
す
る
方
。
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長
の
募
集
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件
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、家
族
で
移
住
す
る
こ
と
、

年
齢
4
0
歳
未
満
を
要
件
と
し
て
い
ま

し
た
が
、こ
の
要
件
を
見
直
し
ま
し
た
。

【
募
集
の
対
象
地
域
】

　
　
諏
訪
之
瀬
島
出
張
所
長

　
　
平
島
出
張
所
長

【
主
な
募
集
要
件
】

　
　
年
齢
が
概
ね
5
0
歳
未
満
の
方

で
、
地
方
公
務
員
法
の
欠
格
要
件
に
該

当
し
な
い
ほ
か
、税
等
の
滞
納
が
な
く
、

諏
訪
之
瀬
島
、
平
島
に
移
住
し
て
地
方

公
務
員
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
就

業
で
き
る
方
。

　
地
域
か
ら
の
推
薦
が
な
い
場
合
、
村

内
外
か
ら
出
張
所
長
を
公
募
し
ま
す
。

　
公
募
の
際
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集
し
ま
す
。
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